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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

「人にも牛にも優しい環境を整える」「仕事のしやすさは牛の生育に良い効果がある」を念頭に、

良質な飼料等の確保のほか、清潔で明るい環境対策や従業員が働きやすい職場づくりに努めて

います。このような取組みを継続・発展させることで、ＳＤＧｓの実現を目指していきます。 

 

＜SDGs達成に向けての重点的な取組み及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組み 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

経済 

・電力の使用量削減に努める。 

・ガソリンなどの使用量削減に努める。 

・農業用ラップの再利用を進める。 

・2028年までに 10％削減する 

☐環境 

社会 

経済 

・従業員の有給休暇の取得を促進する。 

・畜産関係の展示会や他社視察に従業員の参

加を増やし能力向上を図る。 

・全社員が年間 10日以上取得す

る 

・年間 4人参加する 

☐環境 

☐社会 

経済 

・鹿児島県農業大学校の卒業生や県内若者の

雇用に努める。 
・2028年までに 2人採用する 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

・隣接する道路の清掃活動や地域活動への寄付を通じて地域社会との連携を深めている。 

・鹿児島県農業大学校の卒業生の採用や県内の若者の受け入れを通じ、後継者育成に努めて

いる。 

 

・ 「SDGs に関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記

載してください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてくださ

い。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 

 


